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( 7 ) (a) これが私の任務だ．
(b) この第三高等学校というのが京都大学の旧教養部にあたります．




































































































































まず，下の（17) (a）～（g）が示すように，図 3における 1次的メンバーと 2次的メンバーの
全て，および一部の 3次的メンバ｝において，基本的に広義の〈存在のありか〉を「ニ格J で実
現させることが可能である．

















































































文）に近く，全体として， O構文と P構文が緩やかに連続していることが伺える．実際， Hop-
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